
資料6－2

中国横断自動車道 尾道松江線（三次～三刀屋木次）



道路建設事業の事後評価項目調書 

 

事業名 
中国横断自動車道 尾道

おのみち

松江
ま つ え

線 

 三次
み よ し

～三刀屋
み と や

木次
き す き

 

事業
区分

高速自動車国道
事業 
主体 

国土交通省 
中国地方整備局

起終点 
自：広島

ひろしま

県三次
み よ し

市四拾貫
し じ っ か ん

町
まち

 

 至：島根
し ま ね

県雲南
うんなん

市三刀屋町
み と や ち ょ う

三刀屋
み と や

 
延長 ６１．０km 

事業概要  

中国横断自動車道尾道
おのみち

松江
ま つ え

線（三
み

次
よし

～三刀屋
み と や

木次
き す き

）は、広島
ひろしま

県の瀬戸内海沿岸の尾道
おのみち

市を起点に、広島
ひろしま

県北部の三次
み よ し

市を経由し、島根
し ま ね

県の県都である松江
ま つ え

市に至る延長約 137 ㎞のうち、広島
ひろしま

県三次
み よ し

市

四拾貫町
しじっかんまち

から島根
し ま ね

県雲南
うんなん

市三刀屋町
み と や ち ょ う

三刀屋
み と や

に位置する 61 ㎞の高速自動車国道である。 

事業の目的・必要性  

中国横断自動車道尾道
おのみち

松江
ま つ え

線は、山陽
さんよう

自動車道・中国縦貫自動車道・山陰
さんいん

自動車道及び西瀬戸
に し せ と

自動車道

と接続することにより中国・四国地方の広域的な交通ネットワークを形成し、瀬戸内海側地域と日本海

側地域を結ぶ幹線道路として、緊急輸送道路ネットワークの信頼性向上、輸送時間の短縮、安全・安心

の確保、沿線地域の産業・経済の発展を目的とした道路である。 

事業概要図  

 

 

 

 

 

 

 

 

事
業
の
効
果
等 

事業期間 
事 業 化 年 度 H9 年度 用地着手 H13 年度 供用年

(暫定/完成)

(当初) H24年度/－年度 変
動1.0 倍都市計画決定 － 年度 工事着手 H17 年度 (実績) H24年度/－年度 

事業費 
計画時 

(暫定/完成) 

(名目値)  1,580／約－億円 実績 

(暫定/完成)

(名目値)  約 1,777 億円 ／－ 変
動1.1 倍(実質値)  1,602／約－億円 (実質値)  約 1,781 億円 ／－ 

交通量 

(当該路線) 

計画時 

(暫定/完成) 7,000～10,400／－台/日

実績 

(暫定/完成) 6,700～8,100／－台/日 
変
動77.8～95.7％

旅行速度向上 

(供用前現道→当該路線) 

47.9 → 51.9 km/h 

(供用前年次)H22 年度 (供用後年次)H27 年度

交通事故減少

(供用前現道→供用後現道)

44 → 12 件/年 

(供用前年次)H23 年 (供用後年次)H26 年 

 費用対効果 

分析結果 

(再評価) 

Ｂ／Ｃ  総費用 1,597 億円 総便益 1,759 億円 基準年  

 

1．1 

事業費： 1,466 億円 走行時間短縮便益： 1,238 億円  

Ｈ２０ 年 

 維持管理費： 131 億円 走行経費減少便益： 396 億円  

 交通事故減少便益： 124 億円  

費用対効果 

分析結果 

(事後) 

Ｂ／Ｃ  総費用 2,707 億円 総便益 3,296 億円 基準年  

 

1．２ 

事業費： 2,339 億円 走行時間短縮便益： 2,352 億円  

Ｈ２９ 年 

 維持管理費： 368 億円 走行経費減少便益： 672 億円  

 交通事故減少便益： 272 億円  

事業遅延によるコスト増
費用増加額   便益減少額  

  － 億円   － 億円   

事業遅延の理由  

 
 

＜凡例＞

高規格幹線道路

高規格幹線道路（未開通区間）

尾道松江線 （松江道）

〃 （尾道道）

直轄国道

補助国道
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 客観的評価指標に対応する事後評価項目  

①物流効率化の支援 

・雲南
うんなん

市吉田
よ し だ

町
ちょう

から境 港
さかいみなと

へのアクセス向上の状況【雲南
うんなん

市吉田
よ し だ

町
ちょう

～境 港
さかいみなと

 108 分⇒84 分】 

②国土・地域ネットワークの構築 

・当該路線が新たに拠点都市間を高規格幹線道路で連絡するルートを構成する【三次
み よ し

市～松江
ま つ え

市】 

③個性ある地域の形成 

・主要な観光地へのアクセス向上による効果 

【松江城 28 万人⇒52 万人、出雲大社 247 万人⇒606 万人】 

④安全で安心できるくらしの確保 

・第三次救急医療施設へのアクセス向上の状況【雲南
うんなん

市吉田
よ し だ

町
ちょう

～島根
し ま ね

県立中央病院 55 分⇒42 分】

⑤災害への備え 

・緊急輸送道路ネットワークの信頼性が向上した 

⑥地球環境の保全 

・CO2排出量が削減した【削減量：約 25 千 t/年 3,042 千 t/年→3,017 千 t/年】 

⑦生活環境の改善・保全 

・NO2排出量が削減した【削減量：約 62t/年 7,579t/年→7,517t/年】 

・SPM 排出量が削減した【削減量：約 5t/年 405t/年→399t/年】       他 15 項目に該当

 

 その他評価すべきと判断した項目  

中国横断自動車道尾道
おのみち

松江
ま つ え

線の開通などもあり、雲南
うんなん

市内の企業団地の分譲率が 100%となった。ま

た、加茂
か も

BS ｽﾏｰﾄ IC の整備が進められている。 

事
業
に
よ
る 

環
境
変
化 

環境影響評価に対応する項目  

環境影響評価実施要綱に基づく経過措置案件事業により評価対象外事業である。 

その他評価すべきと判断した項目  

特になし 

事業を巡る社会経済情勢等の変化  

・沿線 3 市（広島
ひろしま

県三次
み よ し

市、庄原
しょうばら

市、島根
し ま ね

県雲南
うんなん

市）の人口は、平成 7 年から平成 27 年にかけて減少 

【H7：159,697 人→H27：129,647 人】 

・沿線 3 市（広島
ひろしま

県三次
み よ し

市、庄原
しょうばら

市、島根
し ま ね

県雲南
うんなん

市）の自動車保有台数は、平成 7 年から平成 27 年にか

けて増加【H7：106,631→H27：119,108】 

・平成 26 年 3 月に高規格道路「中国横断自動車道尾道
おのみち

松江
ま つ え

線」吉舎
き さ

～三次
み よ し

東
ひがし

が開通 

・平成 27 年 3 月に高規格道路「中国横断自動車道尾道
おのみち

松江
ま つ え

線」世羅
せ ら

～吉舎
き さ

が開通 

今後の事後評価の必要性及び改善措置の必要性  

・整備により、瀬戸内海側地域と日本海側地域が結ばれ、緊急輸送道路ネットワークの信頼性向上、輸送

時間の短縮、安全・安心の確保、沿線地域の産業・経済の発展など、事業目的に見合った効果が確認で

きることから、今後の事後評価の必要はないと考える。 

・整備により、一定の効果が確認できることから、改善措置の必要性はないと考える。 

・なお、４車線整備については、今後の沿線周辺などの開発や交通状況等を踏まえて検討する。 

計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性  

・用地取得や埋蔵文化財調査について、計画的に県や市と調整会議を実施し、工事工程等に遅れが出ない

ように実施できた。このように、早い段階から計画的かつ十分な関係機関との調整・協議を行うことが

重要である。 

・また、整備効果にあたっては、３便益以外の把握に努める必要がある。 

・事業評価手法については、一体となって効果を発揮する道路ネットワークについてはそれらをまとめ

て評価することも重要と考える。 

特記事項  

特になし 

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。 
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中
国

横
断

自
動

車
道

尾
道

松
江

線

平
成

2
9
年

1
2
月

国
土
交
通
省

中
国
地
方

整
備

局

中
国

横
断

自
動

車
道

尾
道
松
江
線

（
三

次
～

三
刀

屋
木

次
）

事
後

評
価

お
の

み
ち

ま
つ

え

み
よ

し
み

と
や

き
す

き
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中
国

横
断

自
動

車
道

尾
道

松
江

線
１
．
位
置
図

・
中

国
横

断
自

動
車

道
尾

道
松

江
線

は
、
広

島
県

尾
道

市
を
起

点
と
し
島

根
県

松
江

市
に
至

る
国

土
開

発
幹

線
自

動
車

道
で
あ
る
。

・
三

次
東

JC
T
・
IC
～

三
刀

屋
木

次
IC
間

は
、
広

島
県

三
次

市
か
ら
島

根
県

雲
南

市
に
至

る
全

長
6
1
.0
km

の
自

動
車

専
用

道
路

で
あ
る
。

新
直
轄
方

式
と
は

・
新
直

轄
方
式
は

、
従
来

、
全
て
有

料
道

路
と

し
て

建
設

を
予

定
し

て
い

た
整

備
計

画
区

間
の

う
ち

、
国

と
地

方
自

治
体

の
負
担

に
よ
り

整
備
を
行

う
新
た

な
直
轄
事

業
。

・
H
1
5.
1
2.
2
5の

第
1回

国
土

開
発

幹
線

自
動

車
道

建
設

会
議

を
経

て
、

H1
6.
1
.
30
に

新
直

轄
方

式
に

切
り

替
わ

っ
た

。
・
高
速

道
路
建
設

の
財
源

を
税
金
と

し
て

い
る

た
め

無
料

の
道

路
と

な
る

。

み
と

や
き

す
き

三
次

～
三

刀
屋

木
次

L
=
6
1
.
0
k
m

み
と

や
き

す
き

み
よ

し

み
よ

し
お

の
み

ち

尾
道

～
三

次
L
=
4
9
.
9
k
m

お
の

み
ち

ま
つ

え

み
よ

し
ひ

が
し

開
通

区
間

（
H
1
5.
3）

三
刀

屋
木

次
～

宍
道

L
=
1
2
.
2
k
m

開
通

区
間

（
H
1
3.
3）

宍
道

～
松

江
玉

造
L
=1
4
.1
k
m

み
と

や
き

す
き

ま
つ

え
た

ま
つ

く
り

し
ん

じ

し
ん

じ

開
通

区
間

（
H
2
5.
3）

三
次
東
～

吉
田
掛
合

L
＝

48
.
7k

m

み
よ

し
ひ

が
し

よ
し

だ
か

け
や

開
通

区
間

（
H
2
4.
3）

吉
田
掛
合

～
三
刀
屋

木
次

L＝
1
2.
3k
m

開
通

区
間

（
H
2
2.
11
）

尾
道

～
世

羅
L＝

1
9
.
2k
m

開
通

区
間

（
H
2
6.
3）

み
よ

し
ひ

が
し

き
さ

吉
舎
～
三

次
東

L
＝

1
0
.3
k
m

み
よ

し
う

ん
な

ん

鳥
取
県 岡

山
県

広
島

県

島
根

県

＜
凡

例
＞

高
規
格

幹
線

道
路

高
規

格
幹

線
道

路
（
未

開
通
区

間
）

尾
道

松
江

線
（
松

江
道

）

〃
（
尾

道
道

）

開
通

区
間

（
H
2
7.
3）

せ
ら

世
羅
～
吉

舎
L
＝

2
0
.4
k
m

き
さ

せ
ら

お
の

み
ち

み
と

や
き

す
き

よ
し

だ
か

け
や
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中
国

横
断

自
動

車
道

尾
道

松
江

線
２
．
事
業
概
要
及
び
経
緯

（
１
）
事
業
概
要

【
目

的
】

瀬
戸

内
海

側
地

域
と
日

本
海

側
地

域
を
結

ぶ
幹

線
道

路
と
し
て
、
緊

急
輸

送
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
信

頼
性

向
上

、
輸

送
時

間
の

短
縮

、
安

全
・
安

心
の
確

保
、
沿

線
地

域
の
産

業
・
経

済
の
発

展
で
あ
る
。

計
画

概
要

計
画
概
要
図

中
国

横
断

自
動

車
道
尾
道
松
江
線

三
次

～
三
刀
屋
木
次

起
終

点
起

点
：

広
島

県
三

次
市
四
拾
貫
町

終
点

：
島

根
県

雲
南

市
三
刀
屋
町
三
刀
屋

計
画

延
長

L
=
6
1
.0
km

道
路

規
格

第
１

種
第
３
級

設
計

速
度

8
0
km

/
h

車
線

数
暫

定
2
車

線

し
ま

ね
う

ん
な

ん

ひ
ろ

し
ま

み
よ

し

み
よ

し
み
と
や
き
す
き

お
の
み
ち
ま
つ
え

し
じ
っ
か
ん
ま
ち

み
と
や
ち
ょ
う
み
と
や

鳥
取

県

岡
山

県

広
島
県

島
根
県

し
ま
ね

う
ん
な
ん

み
と
や
ち
ょ
う

み
と
や

終
点

島
根

県
雲

南
市
三

刀
屋
町

三
刀
屋

ひ
ろ
し
ま

お
の
み
ち

み
の
ご
う
ち
ょ
う
み
な
り

起
点

広
島

県
尾

道
市
美

ノ
郷

町
三
成

お
の

み
ち

み
よ
し

尾
道

～
三

次
L
=
4
9
.9
km

み
よ
し

み
と
や
き
す
き

三
次

～
三

刀
屋
木
次

L
=
6
1
.0
km

H
2
5
.3

開
通

L
=
4
8
.7
km

H
2
4
.3

開
通

L
=
1
2
.3
km

H
2
6
.3

開
通

L
=
1
0
.3
km

H
2
2
.1
1

開
通

L
=
1
9
.2
km

H
2
7
.3

開
通

L
=
2
0
.4
km

尾
道

松
江

線

＜
凡

例
＞

高
規

格
幹

線
道

路

高
規

格
幹

線
道

路
（
未

開
通
区

間
）

尾
道

松
江

線
（
松

江
道

）

〃
（
尾

道
道

）

直
轄

国
道

補
助

国
道

標
準

断
面

図

■
土

工
区
間

■
橋

梁
区
間

■
ト

ン
ネ
ル

区
間

- 5 -



中
国

横
断

自
動

車
道

尾
道

松
江

線

・
三

次
東

JC
T
・
IC
～

三
刀

屋
木

次
IC
間

は
平

成
2
3
年

度
に
吉

田
掛

谷
IC
～

三
刀

屋
木

次
IC
間

が
暫

定
2
車

線
で
整

備
さ
れ
、
平

成
2
4
年

度
に
暫

定
2
車

線
で
全

区
間

が
開

通
し
て
い
る
。

２
．
事
業
概
要
及
び
経
緯

（
２
）
事
業
の
経
緯

み
と

や
き

す
き

み
よ

し
ひ

が
し

よ
し

だ
か

け
や

み
と

や
き

す
き

計
画

概
要

図

鳥
取
県

岡
山
県

広
島

県

島
根
県

し
ま
ね

う
ん
な
ん

み
と
や
ち
ょ
う

み
と
や

終
点

島
根

県
雲
南
市
三
刀
屋
町
三
刀
屋

ひ
ろ
し
ま

お
の
み
ち

み
の
ご
う
ち
ょ
う
み
な
り

起
点

広
島

県
尾

道
市
美

ノ
郷

町
三
成

お
の

み
ち

み
よ
し

尾
道

～
三

次
L
=
4
9
.9
km

み
よ
し

三
次

～ み
と
や

き
す
き

三
刀

屋
木

次
L
=
6
1
.0
km

H
2
5
.3

開
通

L
=
4
8
.7
km

H
2
4
.3

開
通

L
=
1
2
.3
km

H
2
6
.3

開
通

L
=
1
0
.3
km

H
2
2
.1
1

開
通

L
=
1
9
.2
km

H
2
7
.3

開
通

L
=
2
0
.4
km

尾
道

松
江

線

事
業

の
経

緯
＜
凡
例
＞

高
規
格
幹
線
道
路

高
規

格
幹

線
道

路
（
未

開
通
区

間
）

尾
道

松
江

線
（
松

江
道

）

〃
（
尾
道
道
）

直
轄
国
道

補
助
国
道

区
間

三
次

東
IC ～
口

和
IC

L
=
1
3
.3
km

口
和

IC ～
高

野
IC

L
=
1
2
.5
km

高
野

IC
～

雲
南

吉
田

IC
L
=
1
8
.9
km

雲
南

吉
田

IC
～

吉
田

掛
合

IC
L
=
4
.0
km

吉
田

掛
合

IC
～

三
刀

屋
木

次
IC

L
=
1
2
.3
km

都
道

府
県

広
島
県

島
根
県

整
備

計
画

決
定

平
成

8
年

1
2
月

施
行

命
令

平
成

9
年

1
2
月

平
成

1
0
年

1
2
月

平
成

9
年

1
2
月

用
地

着
手

平
成

1
3
年

度
平

成
1
7
年

度

計
画

等
変

更
平

成
1
5
年

度
新

直
轄

方
式

へ
移

行

工
事

着
手

平
成

1
7
年

度
平

成
1
8
年

度
平

成
1
7
年

度

開
通

平
成

2
5
年

3
月

平
成

2
4
年

3
月

（
松

江
道
）

（
尾

道
道
）

- 6 -



中
国

横
断

自
動

車
道

尾
道

松
江

線

当
初

・
再

評
価

(
H
2
0
再

評
価

)
実

績

事
業

延
長

6
1
.0
km

6
1
.0
km

道
路

構
造

暫
定
2
車
線

暫
定

2
車

線

総
事

業
費

約
1
,5
8
0
億
円

約
1
,7
7
7
億

円

交
通

量
7
,0
0
0
～

1
0
,4
0
0
台

/
日

（
H
1
7
道
路
交
通
量
調
査
に
基
づ
く
H
4
2
推
計
）

6
,7
0
0
～

8
,1
0
0
台

/
日

※
H
2
8
.1
0
月

実
績

事
業

期
間

平
成

9
年

度
～

平
成

2
4
年

度
（
1
6
年

間
）

平
成

9
年

度
～

平
成

2
4
年

度
（
1
6
年

間
）

３
．
費
用
対
効
果
分
析
の
算
定
基
礎
と
な
っ
た
要
因
の
変
化
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中
国

横
断

自
動

車
道

尾
道

松
江

線

10
6,

63
1

11
6,

43
6

12
2,

41
2

11
8,

84
8

11
9,

10
8

1.
00

 

1.
09

 

1.
15

 

1.
11

 
1.

12
 

1.
10

 

1.
16

 
1.

17
 

1.
20

 

1.
12

 

1.
19

 
1.

18
 

1.
21

 

1.
11

 

1.
17

 
1.

17
 

1.
20

 

0.
95

1.
00

1.
05

1.
10

1.
15

1.
20

1.
25

1.
30

0

20
,0
00

40
,0
00

60
,0
00

80
,0
00

10
0,
00
0

12
0,
00
0

14
0,
00
0

H
7

H
12

H
17

H
22

H
27

沿
線

3
市

（
台

数
）

沿
線

3
市

（
伸

率
）

広
島

県

（
伸

率
）

島
根

県

（
伸

率
）

中
国

全
体

（
伸

率
）

(台
)

伸
率

(H
7
=
1
.0
)

15
9,

69
7

15
3,

63
6

14
6,

86
6

13
8,

76
6

12
9,

64
7

1.
00

 

0.
96

 

0.
92

 

0.
87

 

0.
81

 

1.
00

 
1.

00
 

0.
99

 
0.

99
 

0.
99

 
0.

96
 

0.
93

 
0.

90
 

0.
99

 
0.

99
 

0.
97

 
0.

96
 

0.
70

0.
75

0.
80

0.
85

0.
90

0.
95

1.
00

1.
05

1.
10

1.
15

0

20
,0
00

40
,0
00

60
,0
00

80
,0
00

10
0,
00
0

12
0,
00
0

14
0,
00
0

16
0,
00
0

18
0,
00
0

H
7

H
12

H
17

H
22

H
27

沿
線

3
市

（
人

口
）

沿
線

3
市

（
伸

率
）

広
島
県

（
伸

率
）

島
根
県

（
伸

率
）

中
国
全
体

（
伸

率
）

(人
)

伸
率

(H
7
=
1
.0
)

5,
11

2
5,
43

8
5,
50

0
5,
70

5
4,
84

1

2,
09
6

6,
23
2

0

1,
00
0

2,
00
0

3,
00
0

4,
00
0

5,
00
0

6,
00
0

7,
00
0

8,
00
0

9,
00
0

H
6

H
9

H
11

H1
7

H2
2

H2
7

国
道

5
4
号

（
飯

南
町

上
赤

名
）

尾
道
松
江
線
（
高
野
IC

～
雲
南
吉
田
IC

）

(台
/
日

)

・
沿

線
3
市

の
人

口
は
減

少
し
て
い
る
が
、
自

動
車

保
有

台
数

は
増

加
傾

向
に
あ
る
。

・
国

道
5
4
号

の
交

通
量

は
ほ
ぼ
横

ば
い
で
推

移
し
て
い
た
が
、
交

通
量

が
転

換
し
、
尾

道
松

江
線

の
交

通
の
分

担
は
大

き
く
な
っ
て
い
る
。

４
．
社
会
経
済
情
勢
等
の
変
化

■
人

口
の
推

移
■

自
動

車
保

有
台

数
の
推

移

■
交

通
量

の
推

移

※
沿
線
3
市
：
広
島
県
三
次
市
・
庄
原
市
、
島
根
県
雲
南
市

資
料
：
国
勢
調
査

資
料
：
H
6
～
H
2
7
道
路
交
通
量
調
査

H
2
5
.
3

※
沿
線
3
市
：
広
島
県
三
次
市
・
庄
原
市
、
島
根
県
雲
南
市

資
料

：
市
区

町
村
別
自

動
車

保
有

車
両
数

市
区

町
村
別
軽

自
動

車
車

両
数

（
年
）

（
年
）

（
年
）

部 分 開 通

H
2
4
.
3

全 線 開 通

H
2
5
.
3

部 分 開 通

H
2
4
.
3

全 線 開 通

H
2
5
.
3

部 分 開 通

H
2
4
.
3

全 線 開 通

- 8 -



中
国

横
断

自
動

車
道

尾
道

松
江

線

≪
整

備
効

果
≫

５
．
事
業
効
果
の
発
現
状
況

整
備
効
果
①
：
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

整
備
効
果
②
：
緊
急
輸
送
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
信
頼
性
向
上

整
備
効
果
④
：
地
域
産
業
の
支
援

整
備
効
果
⑥
：
地
域
観
光
の
支
援

整
備
効
果
③
：
安
全
・
安
心
の
確
保

整
備
効
果
⑤
：
山
陽
地
域
の
企
業
活
動
の
支
援
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中
国

横
断

自
動

車
道

尾
道

松
江

線
５
．
事
業
効
果
の
発
現
状
況

整
備
効
果
①

高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

・
尾

道
松

江
線

（
三

次
東

JC
T
・
IC
～

三
刀

屋
木

次
IC
間

）
の
整

備
に
よ
り
、
主

要
都

市
間

の
所

要
時

間
が
短

縮
さ
れ
、
相

互
の
地

域
間

交
流

が
活

発
化

し
、
人

流
・
物

流
・
産

業
交

流
の
促

進
に
寄

与
し
て
い
る
。

松
江
市

尾
道
市

広
島
市

主
要
都
市
間
の
時
間
短
縮

ま
つ

え

ひ
ろ

し
ま

お
の

み
ち

鳥
取
県

岡
山
県

広
島

県

島
根

県

尾
道

松
江
線

＜
凡

例
＞

高
規
格
幹
線
道

路

高
規

格
幹

線
道

路
（
未

開
通
区

間
）

尾
道

松
江

線
（
松

江
道

）

〃
（
尾

道
道

）

直
轄
国
道

補
助
国
道

並
行
道
路

し
ま
ね

う
ん
な
ん

み
と
や
ち
ょ
う

み
と
や

終
点

島
根

県
雲
南
市
三
刀
屋
町
三
刀
屋

ひ
ろ
し
ま

お
の
み
ち

み
の
ご
う
ち
ょ
う
み
な
り

起
点

広
島

県
尾

道
市
美

ノ
郷

町
三
成

お
の

み
ち

み
よ
し

尾
道

～
三

次
L
=
4
9
.9
km

み
よ
し

三
次

～
み

と
や

き
す
き

三
刀

屋
木

次
L
=
6
1
.0
km

H
2
5
.3

開
通

L
=
4
8
.7
km

H
2
4
.3

開
通

L
=
1
2
.3
km

H
2
6
.3

開
通

L
=
1
0
.3
km

H
2
2
.1
1

開
通

L
=
1
9
.2
km

H
2
7
.3

開
通

L
=
2
0
.4
km

整
備
前
：
H
2
2
道
路
交
通
量
調
査

整
備
後
：
H
2
7
道
路
交
通
量
調
査

断
面

①
(松

江
－
三
次
）

断
面

②
(三

次
－
尾
道
）

交
通
量
の
増
加

※
所

要
時
間

は
、
以
下

の
条

件
に

よ
り
算
出

整
備
前
：
H
2
2
道
路
交
通
量
調
査

混
雑
時
旅
行
速
度

整
備
後
：
H
2
7
道
路
交
通
量
調
査

混
雑
時
旅
行
速
度

松
江
市
～
広
島
市
の
所
要
時
間

松
江
市
～
尾
道
市
の
所
要
時
間

広 島 市 役 所

［
整

備
前
］
国
道

54
号

・
中

国
道

経
由

松 江 市 役 所

尾 道 市 役 所

松 江 市 役 所
約

2時
間

20
分

15
3k

m

約
3時

間
40

分
17

6k
m

約
90

分
短

縮

［
整

備
前
］
国
道

54
号

・
国

道
18

4号
経
由

［
整
備
後
（
全
線
開
通

）
］

松
江

道
・
尾
道

道
経

由

ま
つ

え
ひ

ろ
し

ま

ま
つ

え
お

の
み

ち

約
3時

間
40

分
19

1k
m

約
2時

間
30

分
17

8k
m

約
70

分
短

縮

［
整
備
後
（
全
線
開
通

）
］

松
江

道
・
中
国

道
経

由

（
37

分
）

（
29

分
）

（
44

分
）

（
16

分
）

2
.3
倍

増

1
.7
倍

増

4
,8
0
0

2
,1
0
0

3
,2
0
0

2
,0
0
0

6
,2
0
0

5
,3
0
0

8
,3
0
0

7
,3
0
0

0

2
,0
0
0

4
,0
0
0

6
,0
0
0

8
,0
0
0

1
0
,0
0
0

整
備
前

整
備
後

整
備
前

整
備
後

断
面
①

(松
江
－
三
次
）

断
面
②

(三
次
－
尾
道
）

並
行

現
道

（
R
5
4
、
R
1
8
4
）

尾
道

松
江

線
計

(台
/
日

)

三
次
市

み
よ

し
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中
国

横
断

自
動

車
道

尾
道

松
江

線
５
．
事
業
効
果
の
発
現
状
況

整
備
効
果
②

緊
急
輸
送
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
信
頼
性
向
上

・
国

道
５
４
号

の
三

次
～

松
江

間
に
お
い
て
は
、
過

去
1
0
年

間
、
平

均
で
約

４
回

／
年

、
約

８
時

間
／

年
の
通

行
規

制
が
発

生
し
て
い
る
。

・
開

通
後

は
、
事

故
な
ど
に
よ
り
国

道
5
4
号

は
全

面
通

行
止

め
に
な
っ
た
場

合
で
も
、
尾

道
松

江
線

を
利

用
す
る
こ
と
で
、
通

行
規

制
に
よ
る

足
止

め
や
大

幅
な
迂

回
は
解

消
さ
れ
、
緊

急
輸

送
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
信

頼
性

が
向

上
し
て
い
る
。

鳥
取

県

岡
山

県

島
根
県

し
ま
ね

う
ん
な
ん

み
と
や
ち
ょ
う

み
と
や

終
点

島
根

県
雲

南
市
三

刀
屋
町

三
刀
屋

み
よ
し

三
次

～ み
と
や

き
す
き

三
刀

屋
木

次
L
=
6
1
.0
km

H
2
5
.3

開
通

L
=
4
8
.7
km

H
2
4
.3

開
通

L
=
1
2
.3
km

尾 道 松 江 線

開
通
後

お
の

み
ち

み
よ
し

尾
道

～
三

次
L
=
4
9
.9
km

H
2
6
.3

開
通

L
=
1
0
.3
km＜

凡
例

＞

高
規

格
幹

線
道

路

高
規

格
幹

線
道

路
（
未

開
通
区

間
）

尾
道

松
江

線
（
松

江
道

）

〃
（
尾

道
道

）

直
轄

国
道

補
助

国
道

区
分

事
故

災
害

合
計

平
均

通
行

規
制

回
数

3
3
回

3
回

(雪
崩

､積
雪

､倒
木

各
1
回

)

3
6
回

3
.6
回

/
年

延
べ

通
行

規
制

時
間

5
5
.2
時

間
2
8
.8
時

間
8
4
.0
時

間
※
2

8
.4
時

間
/
年

■
過
去
1
0
年
間
（
H
1
8
～
H
2
7
）
の
通
行
規
制

※
1
実

績
尾
道
松
江
線
開
通
後
の
現
道
区
間
の
通
行
止
め

区
間
：
広
島
県
三
次
市
布
野
町
～

島
根
県
飯
石
郡
飯
南
町
上
赤
名

発
生
日
時
：
平
成
2
6
年
1
2
月
5
日

1
4
：
2
0
～
6
日

6
：
3
0

（
計
1
6
時
間
1
0
分
の
全
面
通
行
止
め
）

状
況
：
積
雪
に
伴
い
立
ち
複
数
の
大
型
車
が
立
ち
往
生

平
成

26
年

12
月

5日
撮

影

尾
道
松
江
線

約
50
分
L=
66
km

H
2
6
.1
2.
5
～
6

全
面

通
行
止
め

約
1
6
時
間

×

国
道

54
号

赤
名

峠
付

近

鳥
取
県

岡
山
県

島
根
県

開
通
前

＜
凡
例
＞

高
規
格
幹
線
道
路

高
規

格
幹

線
道

路
（
未

開
通
区

間
）

尾
道

松
江

線
（
松

江
道

）

〃
（
尾
道
道
）

直
轄
国
道

補
助
国
道

迂
回
ル
ー
ト

（
国
道
31
4号

等
）

約
13
0分

通
常
の
1.
3倍

＜
凡
例
＞

事
前
通
行
規
制
区
間

災
害
・
積
雪
に
よ
る
通
行
規
制
箇
所

事
故
に
よ
る
通
行
規
制
箇
所

連
続

雨
量
23
0
ｍ
ｍ
以

上
連

続
雨
量
23
0
ｍ
ｍ
以

上

連
続

雨
量
25
0
ｍ
ｍ
以

上
連

続
雨
量
25
0
ｍ
ｍ
以

上

三
次

高
野

線
庄

原
市

口
和

町
付

近

信
頼
性
の
高
い
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
保

約
3
.6
回
／
年

約
8
.4
時
間
／
年

の
通

行
規

制

国
道
54
号
約
10
0分

L=
79
km

幅
員
が
狭
く、
カー
ブ
が
多
い

通
行
止
に
よ
る
足
止
め

や
大
幅
な
迂
回
の
解
消

国
道

５
４
号

と
尾

道
松

江
線

で
一

時
的

に
全

面
通

行
止
め
を
行
う
場
合
は
、
ど
ち
ら
か
が
通
行
可
と
な
る
よ

う
に
運
用
し
て
い
る
。

※
開

通
前

・
後

の
各

ル
ー
ト

は
、
三
刀

屋
木
次

I
C
～
三
次

I
C
間
。

所
要
時

間
及
び
ル

ー
ト
延

長
は

H
2
7
道

路
交
通

量
調
査
を

基
に
算

出
。

※
1：

全
面

通
行

止
め

、
片
側

交
互
通
行

含
む
。

※
2：

通
行

規
制

時
間

が
不

明
の

3
件

を
除

い
た

時
間

。
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中
国

横
断

自
動

車
道

尾
道

松
江

線
５
．
事
業
効
果
の
発
現
状
況

整
備
効
果
③

安
全
・
安
心
の
確
保

・
現

道
5
4
号

の
交

通
量

が
、
尾

道
松

江
線

へ
分

散
し
た
こ
と
に
よ
り
、
死

傷
事

故
件

数
が
約

6
割

減
少

し
て
い
る
。

松
江
市

尾
道
市

広
島
市

死
傷
事
故
発
生
件
数
の
変
化

ま
つ

え

ひ
ろ

し
ま

お
の

み
ち

鳥
取
県

岡
山
県

広
島

県

島
根
県

尾
道

松
江
線

＜
凡
例
＞

高
規
格
幹
線
道

路

高
規

格
幹

線
道

路
（
未

開
通
区

間
）

尾
道

松
江

線
（
松

江
道

）

〃
（
尾

道
道

）

直
轄
国
道

補
助
国
道

並
行
道
路

し
ま
ね

う
ん
な
ん

み
と
や
ち
ょ
う

み
と
や

終
点

島
根

県
雲
南
市
三
刀
屋
町
三
刀
屋

ひ
ろ
し
ま

お
の
み
ち

み
の
ご
う
ち
ょ
う
み
な
り

起
点

広
島

県
尾

道
市
美

ノ
郷

町
三
成

おのみちみよし

尾道～三次
L=49.9km

H
2
5
.3

開
通

L
=
4
8
.7
km

H
2
4
.3

開
通

L
=
1
2
.3
km

H
2
6
.3

開
通

L
=
1
0
.3
km

H
2
2
.1
1

開
通

L
=
1
9
.2
km

H
2
7
.3

開
通

L
=
2
0
.4
km

みよしみとやきすき

三次～三刀屋木次
L=61.0km

死傷事故件数集計範囲：
尾道松江線（三次東IC～三刀屋木次IC）

死傷事故件数集計範囲：
国道54号（粟屋交差点～三刀屋IC入口交差点）

大
型
車
交
通
量
の
変
化
（
断
面
①
）

1,
36

5

48
4

1,
59

4

0

50
0

1,
00
0

1,
50
0

2,
00
0

2,
50
0

整
備
前

(H
22
)

整
備
後

(H
27
)

尾
道
松
江

線

国
道
5
4
号

（
台
/
日

）

約
6割

減
少

資
料
：

H2
2
道

路
交
通

量
調
査

H
2
7
道

路
交
通

量
調
査

断
面

①

7
9
件

/
2
年

2
2
件

/
2
年

1
0
件

/
2
年

7
9
件

/
2
年

3
2
件

/
2
年

02040608010
0

整
備
前

(H
22
-2
3)

整
備
後

(H
26
-2
7)

尾
道
松

江
線

（
三

次
東
IC
～

三
刀
屋
木

次
IC

）
国
道
5
4
号
（
粟
屋
交

差
点

～
三

刀
屋
IC

入
口

交
差
点

）
計

（
件

/
2
年
）

約
6割

減
少

※
死
傷
事

故
と
は
人

身
事
故

に
相
当
し

、
物
損

事
故
は
含

ま
な
い

。

資
料
：
交

通
事
故
・

道
路
統

計
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
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中
国

横
断

自
動

車
道

尾
道

松
江

線

79
78

80
76

84
87

02040608010
0

H2
2

H2
3

H2
4

H2
5

H2
6

H2
7
(年

度
)

(億
円
)

10
3

11
8

13
8

16
6

2,
77

7
3,
00

3
3,
36

3

4,
05

5

050
0

1,
00

0
1,
50

0
2,
00

0
2,
50

0
3,
00

0
3,
50

0
4,
00

0
4,
50

0

05010
0

15
0

20
0

25
0

H2
4

H
25

H2
6

H
27

(年
度

)

・
尾

道
松

江
線

沿
線

地
域

で
は
、
企

業
の
立

地
が
進

み
、
整

備
前

と
く
ら
べ
雇

用
や
税

収
が
増

加
し
て
い
る
。

・
雲

南
市

で
は
、
尾

道
松

江
線

に
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
S
IC
）
を
計

画
し
、
S
IC
に
直

結
す
る
企

業
団

地
を
整

備
中

。
さ
ら
な
る
企

業
進

出
と
地

域
の
活

性
化

に
向

け
た
取

り
組

み
を
推

進
し
て
い
る
。

５
．
事
業
効
果
の
発
現
状
況

整
備
効
果
④

地
域
産
業
の
支
援

出
典

：
市

町
村

別
決

算
状
況

調
_総

務
省

■
工
業
団
地
位
置
図

岡
山
県

鳥
取
県

島
根
県

広
島
県

＜
凡
例
＞

高
規
格
幹
線
道
路

高
規
格
幹
線
道
路
（
未
開
通
区
間
）

尾
道
松
江
線
（
開
通
区
間
）

工
業
団
地

税
収
グ
ラ
フ
対
象
市
町

H
25
.3

松
江
⾃
動
⾞
道
全
通

H
27
.3

尾
道
⾃
動
⾞
道
全
通

■
沿
線
※
1 の
企
業
進
出
・雇
⽤
者
数
※
2 の
変
化
状
況

累 積 雇 用 者 数 （ 人 ）

進 出 企 業 数 （ 社 ）

※
1
：
尾

道
松

江
線

が
通

る
市

町
（
松
江

市
、
出
雲

市
、
雲

南
市

、
三

次
市

、
庄

原
市

、
尾

道
市

、
世

羅
町
）

※
2
：
三

次
市

の
み

は
、
工

業
団
地

に
お
い
て
集

計

合
計

進
出
企
業
数

(社
)

合
計

累
積
雇
用
数

(人
)新
設
・増
設
全
63
社

雇
⽤
1,
27
8⼈

増
加

■
沿
線
※
1 の
税
収
の
変
化
状
況

【法
⼈
住
⺠
税
】

H
25
.3

松
江
⾃
動
⾞
道
全
通

出
典
：
尾
道
市
・
三
次
市
よ
り
資

料
提

供
及

び
島

根
県
Ｈ
Ｐ
よ
り

⾄
松
江

⾄
広
島

神
原

企
業

団
地

加
茂
B
S
ス
マ
ー
ト
I
C

設
置
予
定
地

【展
開
①
】尾
道
松
江
線
に
周
辺
企
業
の
交
通
利
便
性
を
向
上
させ
る
、

加
茂
BS
ス
マ
ー
トI
Cを
計
画
（
H2
9.
7事

業
化
）

＜
雲
南
市
で
は
尾
道
松
江
線
を
活
用
し
た
企
業
誘
致
策
を
展
開
＞

・尾
道
松
江
線
の
開
通
も
あ
り、
平
成
29
年

度
に
雲
南
市
内
の
企
業
団
地
の
分
譲
率

は
10
0％

に
。

・加
茂
Ｂ
Ｓ
ス
マ
ー
トＩ

Ｃ
の
設
置
に
よ
り、

物
流
効
率
化
が
図
れ
る
とと
も
に
、現

在
造
成
中
の
神
原
企
業
団
地
に
企
業
進
出

が
進
み
、更

な
る
地
域
活
性
化
が
期
待
さ

れ
る
。

雲
南
市
の
声

資
料
：
H
2
6
,
H
2
7
事
業
所
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
よ
り

神
原
企
業
団
地

8億
円
増
加

お
の

み
ち

み
よ
し

尾
道

～
三

次
L
=
4
9
.9
km

み
よ
し

三
次

～
み
と
や
き
す
き

三
刀

屋
木

次
L
=
6
1
.0
km
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中
国

横
断

自
動

車
道

尾
道

松
江

線

29
4

32
4

37
1

42
3

47
9

60
6

68
3

0

20
0

40
0

60
0

80
0

1,
00

0

1,
20

0

H2
2

H
23

H2
4

H
25

H2
6

H
27

H2
8

売 上 高

(億
円

)

・
道

路
線

形
の
良

い
尾

道
松

江
線

が
整

備
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
境

港
で
水

揚
げ
さ
れ
た
新

鮮
で
傷

み
や
す
い
魚

介
類

な
ど
も
山

陽
側

の
食

品

ス
ー
パ
ー
Ａ
全

店
で
販

売
が
可

能
と
な
っ
た
。

・
山

陰
地

域
で
し
か
消

費
さ
れ
な
か
っ
た
海

産
物

を
鮮

度
に
こ
だ
わ
っ
た
取

組
が
消

費
者

か
ら
支

持
さ
れ
販

売
の
向

上
に
繋

が
っ
て
い
ま
す
。

５
．
事
業
効
果
の
発
現
状
況

整
備
効
果
⑤

山
陽
地
域
の
企
業
活
動
の
支
援

山
陽

側
の
食

品
ス
ー
パ
ー
Ａ
の
売

上
高

の
推

移

尾
道

J
C
T

尾
道
北
IC

世
羅
IC

甲
奴
IC

吉
舎
IC

三
良
坂
IC

口
和
IC

高
野
IC

雲
南
吉
田
IC

吉
田
掛
合
IC

三
刀
屋
木
次
IC

宍
道
IC

三
次

東
J
C
T
・
IC

凡
例

尾
道
松
江
線

高
規
格
幹
線
道
路

山
陽
側
の
食
品
ス
ー
パ
ー
Ａ
の

直
営
店

尾
道
松
江
線
を
通
る
搬
送
ル
ー
ト

〈
境
港
で

水
揚
げ

さ
れ

た
鮮

魚
〉

ベ
ニ
ズ
ワ

イ
ガ

ニ
（

生
）

、
赤

カ
レ

イ
、

ハ
タ
ハ
タ

な
ど

、
魚

種
に

こ
だ

わ
ら

ず
鮮

度
の
良

い
商

品
を

搬
送

松
江
玉
造
IC

境
港

N

宍
道

J
C
T

山
陽

側
の
食
品
ス
ー

パ
ー
Ａ

は
、
広

島
・
岡

山
を
中

心
に
平

成
29

年
11

月
1日

時
点

で
直
営
店
40

店
舗

を
展

開
し
て

い
ま
す

。

鮮
度
に
こ
だ
わ
っ

た
取
り

組
み

が
消

費
者

か
ら

支
持

さ
れ

、
売

上
向

上
に

寄
与

し
て
い
ま
す
。

今
後
、
店
舗
数
が

増
加
す

る
な

か
で

、
も

っ
と

沢
山

の
お

客
様

に
圧

倒
的

な
鮮

度
を
お
届
け
し
た
い

と
考
え

て
い

ま
す

。
道
路
網
の
整
備
を

追
い
風

に
産

地
で

し
か

並
ば

な
か

っ
た

商
品

も
さ

ら
に

提
案

し
て
い
き
ま
す
。

【⼭
陽
側
の
⾷
品
ス
ー
パ
ー
Ａ
の
声
】

ト
ラ
ック
を
⼤
型
化
し「
尾
道
松
江
線
を
通
る

搬
送
ル
ー
ト
」を
通
年
運
⾏
に
変
更

全
線
開
通

鮮
度
に
こだ
わ
った
取
り組

み
を
開
始

境
港
産
の
⿂
種
と量

を
拡
⼤
!

【搬
送
時
間
（
境
港
→
尾
道
・三
原
⽅
⾯
）
】

尾
道

松
江

線
を
通

ら
な
い
ル

ー
ト
の

場
合

約
4
時

間
（
経

由
す
る
店

舗
が

増
え
る
こ
と
に
よ
る
時

間
増

を
含

む
）

尾
道

松
江

線
を
通

る
ル

ー
ト
の

場
合

約
2
時

間
3
0
分

約
90

分
の

時
間

短
縮

に
よ
り
、

福
山

以
西

の
店

舗
配

送
の

自
由

度
が

拡
大

。
無

料
区

間
が

長
く
、

物
流

コ
ス
ト
節

減
の

メ
リ
ッ
ト
も
。

搬
送
方
法
（
境

港
→
尾
道
・
三
原
方
面
）

＜
鮮
度
へ
の
こだ
わ
り＞

販
売
の
様
⼦

資
料

：
山

陽
側

の
食

品
ス
ー
パ

ー
Ａ
の

H
P
よ
り

専
⽤
便
を
⽤
い
た
産
地
直
送
に

よ
り、
通
常
の
流
通
シ
ス
テ
ム
よ
り

も
短
時
間
で
鮮
⿂
等
が
店
頭
に

並
ぶ
商
品
や
、鮮

度
に
こだ
わ
っ

た
店
舗
の
展
開
を
⾏
って
い
る
。

ド

お
の

み
ち

み
よ
し

尾
道

～
三

次
L
=
4
9
.9
km

み
よ
し

み
と
や
き
す
き

三
次

～
三

刀
屋
木

次
L
=
6
1
.0
km
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中
国

横
断

自
動

車
道

尾
道

松
江

線

11
3

24
7

60
81

17
2

40
0

11
8

11
6

0

10
0

20
0

30
0

40
0

50
0

岡
山

広
島

山
口

四
国

H
23

H
29

（
台
）

29
3

35
0

83
5

1,
02

7

1,
12

8
1,

37
6

0

50
0

1,
00
0

1,
50
0

2,
00
0

H
22

H
28

尾
道
道

沿
線

市
町

松
江

道
沿

線
市
町 (年

)

(億
円

)

1,
08

3
1,

24
1

2,
09

4
2,

65
3

3,
17

8
3,

89
4

0

1,
00
0

2,
00
0

3,
00
0

4,
00
0

5,
00
0

H
22

H
28

尾
道
道

沿
線

市
町

松
江
道

沿
線
市

町 (年
)

(万
人
)

・
尾

道
松

江
線

の
整

備
に
よ
り
、
出

雲
大

社
や
千

光
寺

山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
な
ど
山

陰
・
山

陽
の
主

要
な
観

光
地

は
観

光
入

込
客

数
が
増

加
し
、

沿
線

市
町

に
お
い
て
入

込
客

数
が
２
割

増
加

し
て
い
ま
す
。

・
県

外
等

か
ら
の
来

訪
す
る
観

光
客

等
も
増

加
し
、
観

光
消

費
額

の
増

加
に
寄

与
し
て
い
ま
す
。

５
．
事
業
効
果
の
発
現
状
況

整
備
効
果
⑥

地
域
観
光
の
支
援

沿
線
市
町

※
の
入
込
客
数

沿
線
市
町

※
の
観
光
消
費
額

鳥
取
県

岡
山
県

し
ま
ね

う
ん
な
ん

み
と
や
ち
ょ
う

み
と
や

終
点

島
根

県
雲
南
市
三
刀
屋
町
三
刀
屋

ひ
ろ
し
ま

お
の
み
ち

み
の
ご
う
ち
ょ
う
み
な
り

起
点

広
島

県
尾

道
市
美

ノ
郷

町
三
成

お
の

み
ち

み
よ
し

尾
道

～
三

次
L
=
4
9
.9
km

み
よ
し

三
次

～ み
と
や

き
す
き

三
刀

屋
木

次
L
=
6
1
.0
km

H
2
5
.3

開
通

L
=
4
8
.7
km

H
2
4
.3

開
通

L
=
1
2
.3
km

H
2
6
.3

開
通

L
=
1
0
.3
km

H
2
2
.1
1

開
通

L
=
1
9
.2
km

H
2
7
.3

開
通

L
=
2
0
.4
km

尾
道

松
江

線

＜
凡
例
＞

高
規
格
幹
線
道
路

高
規

格
幹

線
道

路
（
未

開
通
区

間
）

尾
道

松
江

線
（
松

江
道

）

〃
（
尾
道
道
）

直
轄
国
道

補
助
国
道

資
料
：
島
根
県
観
光
動

態
調

査
結

果
、
広
島

県
観

光
客

数
の
動
向

資
料

：
島
根

県
観
光
動

態
調

査
結

果
、

広
島

県
観
光
客

数
の

動
向

尾 道 松 江 線 全 通

尾 道 松 江 線 全 通

1.
2倍

増
1.
2倍

増

：
松

江
自
動

車
道
沿
線

市
町

（
松

江
市

、
出
雲
市

、
雲

南
市

、
庄
原
市
）

：
尾

道
自
動

車
道
沿
線

市
町

（
三

次
市

、
世
羅
町

、
尾

道
市

）

2
8
万

人
→

5
2
万

人

松
江
城

※
松
江
自
動
車
道
沿
線
市
町

：
松

江
市
、
出

雲
市

、
雲

南
市
、
庄

原
市

尾
道
自
動
車
道
沿
線
市
町

：
三

次
市
、
世

羅
町

、
尾

道
市

・尾
道
松
江
線
が
で
きて
か
ら広

島
や
岡
⼭
へ
出
か
け
る
こと
が
多
くな
りま
し

た
。（

島
根
県
松
江
市
/5
0代

/⼥
性
）

・尾
道
松
江
線
の
お
か
げ
で
時
間
が
短
縮
で
きて
、い
ろ
い
ろ
な
場
所
へ
移

動
が
可
能
とな
りま
した
。（

広
島
県
広
島
市
/4
0代

/男
性
）

利
用
者
の
声

（H
2
8
道
路
利
用
者
（観

光
客
）ア

ン
ケ
ー
ト結

果
よ
り
）

出
雲
大
社
に
お
け
る
車
籍
地
調
査

⼭
陽
以
南
の
⾞
が

1.
4~
2.
0倍

に
増
加

松
江

国
道
事

務
所
：
観

光
地

車
籍

地
調
査

2
4
7
万

人
→

6
0
6
万

人

出
雲
大
社

2
8
万

人
→

4
4
万

人

千
光
寺
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

5
9
万

人
→

6
4
万

人

足
立
美
術
館

3
7
万

人
→

3
9
万

人

ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
み
つ
ぎ

主
な
観
光
地

の
入
込
客
数
の
変
化

（
H
22
→
H
28

）
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中
国

横
断

自
動

車
道

尾
道

松
江

線
６
.今

後
の
事
後
評
価
の
必
要
性
等

・
用

地
取

得
や

埋
蔵

文
化

財
調

査
に
つ
い
て
、
計

画
的

に
県

や
市

と
調

整
会

議
を
実

施
し
、
工

事
工

程
等

に
遅

れ
が

出
な
い
よ
う
に
実

施
で
き
た
。
こ
の

よ
う
に
、
早

い
段

階
か

ら
計

画
的

か
つ
十

分
な
関

係
機

関
と
の

調
整

・
協

議
を

行
う
こ
と
が

重
要

で
あ
る
。

・
ま
た
、
整

備
効

果
に
あ
た
っ
て
は

、
３
便

益
以

外
の

把
握

に
努

め
る
必

要
が

あ
る
。

・
事

業
評

価
手

法
に
つ
い
て
は

、
一

体
と
な
っ
て
効

果
を
発

揮
す
る
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
は

そ
れ

ら
を
ま
と
め

て
評

価
す
る
こ
と
も
重

要
と
考

え
る
。

・
整

備
に
よ
り
、
瀬

戸
内

海
側

地
域

と
日

本
海

側
地

域
が

結
ば

れ
、
緊

急
輸

送
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

信
頼

性
向

上
、

輸
送

時
間

の
短

縮
、
安

全
・
安

心
の

確
保

、
沿

線
地

域
の

産
業

・
経

済
の

発
展

な
ど
、
事

業
目

的
に
見

合
っ
た
効

果
が

確
認

で
き
る
こ
と
か

ら
、
今

後
の

事
後

評
価

の
必

要
は

な
い
と
考

え
る
。

今
後
の
事
後
評
価
の
必

要
性

改
善
措
置
の
必
要
性

同
種

事
業

の
計

画
・

調
査

の
あ

り
方

や
事

業
評

価
手

法
の

見
直

し
の

必
要

性

・
整

備
に
よ
り
、
一

定
の

効
果

が
確

認
で
き
る
こ
と
か

ら
、
改

善
措

置
の

必
要

性
は

な
い
と
考

え
る
。

・
な
お
、
４
車

線
整

備
に
つ
い
て
は

、
今

後
の

沿
線

周
辺

な
ど
の

開
発

や
交

通
状

況
等

を
踏

ま
え
て
検

討
す
る
。
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中
国

横
断

自
動

車
道

尾
道

松
江

線

・
地

域
か
ら
の
要

望
等

を
踏

ま
え
、
道

路
の
役

割
に
つ
い
て
は
従

来
の
3
便

益
に
加

え
て
、
「
地

域
か
ら
期

待
さ
れ
る
道

路
の
役

割
」
等

を

整
理
。

＜
参
考

資
料
＞

○
尾
道
松
江
線
（
三
次
～
三
刀
屋
木
次
）

◆
３
便

益
に
よ
る
費

用
便

益
比

項
目

三
次

～
三

刀
屋

木
次

全
体

事
業

費
用
（
C
）

2,
70

7
事
業
費

2,
33

9
維
持
管
理
費

36
8

便
益
額
（
B
）

3,
29

6
走
行
時
間
短
縮
便
益

2,
35

2
走
行
経
費
減
少
便
益

67
2

交
通
事
故
減
少
便
益

27
2

費
用
便
益
比

1.
2

（
億

円
）

◆
道

路
の
役

割

便
益
計
測
対
象
項
目

内
容

走
行
時
間
短
縮
便
益

周
辺
道
路
も
含
め
、
道
路
整
備
に
よ
っ
て
走
行
時
間
が
短
縮
さ
れ
る
効
果
を
貨
幣
価

値
と
し
て
算
出
し
た
も
の
。

走
行
経
費
減
少
便
益

周
辺
道
路
も
含
め
、
道
路
整
備
に
よ
っ
て
走
行
条
件
が
改
善
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
走

行
に
必
要
な
経
費
（
燃
料
費
、
オ
イ
ル
費
、
タ
イ
ヤ
・
チ
ュ
ー
ブ
費
、
車
両
整
備
費

、
車
両
償
却
費
）
の
減
少
効
果
を
対
象
と
し
て
算
出
し
た
も
の
。

な
お
、
走
行
時
間
に
含
ま
れ
な
い
経
費
を
対
象
と
し
て
算
出
し
て
い
る
。

交
通
事
故
減
少
便
益

周
辺
道
路
も
含
め
、
道
路
整
備
に
よ
る
交
通
量
等
の
変
化
に
伴
う
、
交
通
事
故
に
よ

る
社
会
的
損
失
（
運
転
者
、
同
乗
者
、
歩
行
者
に
関
す
る
人
的
損
害
額
、
交
通
事
故

に
よ
り
損
壊
を
受
け
る
車
両
や
構
築
物
に
関
す
る
物
的
損
害
額
等
）
が
減
少
す
る
効

果
を
貨
幣
価
値
と
し
て
算
出
し
た
も
の
。

計
画
交
通
量

総
事
業
費

総
費
用
(
C
)

総
便
益
(
B
)

費
用
対
効
果
(
B
/
C
)

8
,7
0
0～

12
,
10
0台

/日
約
1,

77
7億

円
2
,7
0
7億

円
3
,2
9
6億

円
1
.2

※
基

準
年

：
H

29
年

■
道

路
の

役
割

①
環

境
の

改
善

（
地

球
環

境
)
[
CO
2排

出
量

：
約

2
5千

ト
ン

／
年

(0
.
8
%)
削

減
]

環
境

の
改

善
（
沿

道
環

境
［

N
O
X
排
出

量
：

約
6
2
t
/
年

（
0
.
8
%
）

削
減

、
S
P
M
排

出
量

：
5
t
/
年

（
1
.
3
%
）
削

減
］

②
移
動

及
び

輸
送
の

効
率

化
に
よ

る
企

業
活

動
の

支
援

③
沿
線

地
域

の
活
性

化
④
緊
急

輸
送

道
路
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク

の
信

頼
性

向
上
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